


























(1) a.  直人はしゃがんで財布を拾った。（付帯状況）  
b.  美穂は紀伊国屋に行って本を買った。（継起）  
c.  彼の話を聞いて心底驚いた。（原因・理由）  
d.  庭には灯篭があって，茶室まで細い道が続いていた。（並列）  
 





なる（(2a)の例文は内丸 2006:28 から借用したが，[   ]表示は筆者による）。  
 
(2) a.  花子は風邪をひいて[学校を休み]さえした。  
















(3) a.  その五重塔は，平安時代末期に飛鳥寺の近くに｛建立され /#建立されて｝，戦
後になって，奈良市によって今の場所に移されたのです。  
   b.  生成文法は，1957 年に Chomsky が文の命題部分を記述する理論的枠組みを





(4) a.  少女が[しゃがんで]道端の花を見ていた。（付帯）  
   b.  [庭には灯篭があって]、それから、玄関には蹲があった。（並列）  
 
(4a)の付帯において，「しゃがんで見る」ためには，まず「しゃがむ」という動作が
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 ２．テ形節と作用域 
 












(5) a.  [車を使って被災地に行け]なかった（ので，途中から徒歩で行った）。  






A，(7)は継起 B の例である。  
 
(6) a.  [わざわざ本社まで行って報告をする]必要はない。  
   b.  [大学に合格して両親を安心させることができ]なかった。  
(7) a.  犯人は，死体を裏山まで運んで，[なぜかそれを埋めて隠すことはし]なかっ
た。  
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(8) a.  [檜材を買って風呂を作ら]なかった。  






(9) 継起 A 
a.  密猟者は，[狩猟禁止区域に入って，雉を撃ち]さえした。  
   b.  直人は，[重要な書類で計算ミスをして，会社に大損をかけ]さえした。  
(10) 継起 B 
a.  花子は電車を降りて[忘れ物に気づき]さえした。  





 (11) a.  結局，A 社は入札して，[B 社は入札し]なかった。  
     b.  亀山郁夫のドストエフスキーは，紀伊国屋には第２巻だけあって，[三省
堂には在庫が]なかった。 
 






(12) a.  彼女なら，[心を許して付き合え]そうだ。  
    b.  [歯を食いしばってやり抜く]べきだ。  
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 (13) 継起 A 
a.  田中なら，[おせっかいに先生のところに行って報告し]そうだ。  
b.  [自分の頭で考えて結論を出す]べきだ。  
c.  彼はいつも，[何が適切か考えて人に助言する]ようだ。  
d.  あいつは，[自分の残虐さに気付いて苦しみ]そうにない。  
e.  発表の際には，[メモを忘れて困らないようにする]べきだ。  
f.  彼は，[出生の秘密を知って悩んでいる]ようだ。  
(14) 継起 B 
    a.  月に光輪がかかって，[何か奇妙なことが起こり]そうな雰囲気だった。  
    b.  正月も三が日が過ぎて，[明日からは仕事を始める]べきだ。  
    c.  観測船は閉じ込められていた海域の氷を脱して，先ほどの報告によれば，
[ついさっき南極点に到着した]ようだ。  
    d.  彼は肝っ玉が座っていて，[そんなことでは怖がり]そうにない。  
    e.  そんな時は，私のアドバイを思い出して， [くよくよ悩まないようにする ]
べきだ。  







(15) a.  彼は，肝っ玉が太くて，男気がありそうだ。  
    b.  大学には，学生用 PC 設備が完備されていて，無線 LAN が使える自習室が
あるべきだ。  









 「ようだ」に関して，念のため，動作述語でも確認してみよう。 5 
????????????????????????
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(16) a.  今場所は，どうも，[朝青龍が勝ち越して，琴欧州が一敗を守る]ようだ。  







(17) a.  彼は，肝っ玉が太くて，[男気がありそうだ]。  
    b.  大学には，学生用 PC 設備が完備されていて，[無線 LAN が使える自習室が
あるべきだ]。  
    c.  大英博物館には，[宝冠展示室があって，ミイラの展示室がある]ようだ。  
 




(18) a.  [辞書をひいて自分で調べ]ろ。（付帯） 
    b.  [講師の話をよく聞いてメモを取]れ。（付帯）  
    c.  [部長のところに行ってちゃんと報告し]ろ。（継起）  
    d.  [今年の文学賞を取って大々的に売り出]せ。（継起）  
    e.  [自らの魔性を知って苦し]め。（継起，いわゆる原因・理由）  
    f.  空手の試合は，[型試合は負けて組み手試合は準優勝し]ろ。（並列）6 
 
さて，ここまでの結論をまとめておこう。○は作用域に入ることを，×は作用域
に入らないことを示す。連用形 M は連用形接続のモダリティ，不定形 M は不定形
接続のモダリティ，定形 M は定形接属のモダリティを示す。  
 
       否定  連用形 M  不定形 M  定形 M  命令  
 付帯     ○        ○            ○         ○       ○  
 継起 A       ○        ○            ○         ○       ○  
  継起 B       ×        ×           ×         ×       ○  
  並列          ×        ×           ×         ○       ○  
 
『??????????』?23?（2013） 
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(19)  [ForceP … [TopP … [FocP … [TopP … [FinP … [TP … [NegP … [vP … [VP … V] v] Neg] T] 
Fin] Top] Foc] Top] Force] 
 
ForceP は平叙文や疑問文などの文タイプを決める範疇（Chomsky 1995），Top(ic)P






され，これに定形性を付与するのは Fin の仕事である。英語の不定詞節における to
が T 要素とされていることも想起されたい。  
否定辞「ない」（正確には-(a)na）は NegP 主要部の Neg 位置に配置される。命令
形式「(ik)-e/(tabe)-ro」については，もう少し詰めたい点も残るが，命令文という文









は v 位置に，「べきだ」などは T 位置に配置するということである。「ようだ」につ
いては，「食べるようだ /食べたようだ」のように定形の「る /た」が可能なので，地
????????????????????????
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(20)                                      ForceP 
                                       3                    
                                   FinP          Force ← 命令  
                 3    
                TP          Fin ← 定形 M 
                          3 
                     NegP          T ← 不定形 M 
                   3 
                vP          Neg ← 否定  
            3 
         VP          v ← 連用形 M 
      3 
               V 
 
付帯のテ形節と継起 A のテ形節は，v/Neg/T/Fin/Force 位置に生起する全ての要素の
作用域内に入るので，v より下の位置，すなわち(21a)の VP 付加位置に生成される
（テ形節をαで示す）。継起 B は，命令の作用域内には入るが，それ以外の要素の
作用域には入らないので，Force より下の位置，(21b)の FinP 付加位置に生成される
と考えることができる。そして，並列は，命令と定形 M の作用域には入るが，それ




(21) a.  [ForceP [FinP [TP [NegP [vP [VP α  [VP … V]] v] Neg] T] Fin] Force] 
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     c.                                   ForceP 
                                       3 
         FinP          Force 
                                3 
                             TP          Fin 
                         9 
                        α     &    TP 
3 
                            Neg          T 
                         3 
                      vP          Neg 
                  3 
               VP          v 
3 
                     V 
 














(22) a.  首をかしげて走る。（A 類，付帯）  
    b.  戸をバタンとしめて出ていった。（B 類，継起）  
    c.  左手で吊革にぶらさがって右手ではそばの子供の体をささえていた。（B類，
並列）  
    d.  かぜをひいて休んだ。（B 類，継起（いわゆる原因・理由））  
    e.  A 社はたぶん今秋新機種を発表する予定でありまして，他社の多くもおそ
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 使役・受身は全てのテ形節で可能である。  
 
(23) a.  生徒たちに蛍光ペンを使わせて大事な箇所をマークさせた。（付帯）  
    b.  寒風にさらされて立っていた（ので風邪をひいた）。（付帯）  
    c.  弟にお土産を持たせて，祖父の家に行かせた。（継起）  
    d.  部下にせっつかれて，部長に陳情に行った。（継起）  
    e.  筆記試験は大会議室で受験させて，面接は第二会議室で行うよう指示を出
した。（並列）  











(24) a.  足をそんなに上げないで走りなさい。（付帯）  
    b.  お前たちは，道端にしゃがみ込まないで仲間と話せないのか。（付帯）  
(25) a.  窓を閉めないで，しばらく空気を入れ替えて下さい。（継起）  






において，この「同じ部分」が TP であることを論証したい。  
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 くテ形節に収まり得る。  
 
(26) a.  藤原は口をかたく結んで黙っていた。（付帯）  
    b.  ビールを一気に飲んで，間髪置かず二杯目を注文した。（継起）  







(27) a.  外で冷気にあたって考えた。  
    b.  叔父の姿が見えたので，木の上で手を振って呼んだ。  
    c.  数秒間加熱して曲げた。  
(28) a.  藤田が｛昨日/ホテルで｝書類を書いて，それを田中が先生に届けた。（継起） 
    b.  一昨年は灯篭が表庭にあって，昨年は玄関先にあった。（並列）  


















名称は中右 1980 による。文副詞の分類については，Jackendoff 1972，Bellert 1977
????????????????????????
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 なども参照），実際には，真偽判断の文副詞や価値判断の文副詞は南の付帯（A 類）・
継起（B 類）とも可能である。  
 
(29) 真偽判断の文副詞  
a.  彼は，先生の前では，まさか足を組んでは座らないだろうが  … 。（付帯） 
    b.  これは，恐らくハンマーのようなもので叩いて，球状にしたのだろう。（付
帯）  
    c.  長兄が，多分，次男をそそのかして，次男がその誘いにのったものと思わ
れる。（継起）  
    d.  犠牲者は，兜町のバーで，恐らくホスゲンのような有毒ガスを噴霧されて，
バーを出たところで息絶えたのだった。（継起）  
(30) 価値判断の文副詞  
     a.  あいつは，通夜なのに，やっぱり赤い服を着て来た。（付帯）  












(31) a.  細心の注意は払って読んだんですけど，見落としてしまいました。（付帯，
対照主題）  
    b.  私は細心の注意を払って書類を読んだ。（付帯，純粋主題）  
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 まる。つまり，vP 内要素（させ）と VP 内要素（られ，動詞句副詞）は可能という










造の TP 部分を利用する構造であるということになる。  
 
(32)                             TP 
                             9 
                    文副詞      主語      T’ 
                                     3  
                                NegP          T 
                             3          g 
                 vP           Neg    テ  
3 
                    VP          v 
                 3       g 
動詞句副詞       V’   させ         
                       3 
                                V られ  
 
残るのは「テ」を句構造のどこに配置するかである。テの位置に関しては，アス







表す定形時制ではないが，可能未来（possible future）を表す英語の to 不定詞と同じ
















(3) a.  その五重塔は，平安時代末期に飛鳥寺の近くに｛建立され /#建立されて｝，戦
後になって，奈良市によって今の場所に移されたのです。  
   b.  生成文法は，1957 年に Chomsky が文の命題部分を記述する理論的枠組みを





(4) a.  少女が[しゃがんで]道端の花を見ていた。（付帯）  
   b.  [庭には灯篭があって]、それから、玄関には蹲があった。（並列）  
 
(4a)の付帯において，「しゃがんで見る」ためには，まず「しゃがむ」という動作が
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(i)a.  あいつなら，[ウソ涙を流して謝り]そうだ。  
  b.  [講師の言うことをよく聞いてメモを取る]べきだ。  













(i) 本年度は，[学部生の最終試験を 2 月 15 日にして，院生の修了試験を 2 月 20 日に

















方，吉永(2008)は，付帯と継起を VP 付加，因果を TP 付加，並列を TP 等位としており，
本稿と類似する点がある。そして，内丸 (2006)は，付帯を VP 付加，継起，原因・理由，







 南(1993:117)では，下記のように，連用形を伴う A 類の「ながら節」で場所の修飾語
を伴う例があったことが報告されているが，これは，テ形節においても一般的な現象で
あろう。下記例を「にじませて」「うずくまって」としても正文が得られる。  
(i)a.  額に汗をにじませながら  
  b.  その中でじっとうずくまりながら  
12
 南は，「多分」「まさか」類は C 類では可能としているが，C 類のテ形節は，他のテ
形節と区別する根拠が薄弱であると思われる（三原 2011b 参照）。  
13
 下の(32)で示すように，本稿では，三原(2004)及び三原・平岩(2006)に従い，「させ」
は小動詞 v が音形を取って具現したもの，（直接）受身の「られ」は語彙的動詞 V の接
辞と考えている。  
14
 付帯では PRO 主語になることが多いとはいえ， (i)において波線で示す非対格動詞を
用いた場合，音形を取る主語も可能である。  
(i)a.  私は，学会発表のときメモを忘れて，[頭が真っ白になって]しゃべった。  
b.  我々が駆けつけたときには，兄は， [既に心臓が止まって]倒れていた。  
c.  僕には[風景がゆがんで]見えた。  
????????????????????????
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